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24時間365日助産師が対応する電話相談です
（産前産後ケアセンター内に設置）。 

妊娠中の方や出産後の体調が気になる方、育児
にお悩みの方などの相談に対応します。 

産後ケア事業は、医療的な処置を要しないものの、育児への不安や負担感を有する産後４ヶ月
までの母親とその乳児が宿泊しながら、母体の疲れを癒やすとともに、沐浴や授乳などの育児
の仕方について助産師からアドバイスを受けることができます。また、同じ悩みを持つ母親達
との交流を図りながら、安心して滞在していただけるような場として運営しています。 

。 

実施施設（山梨県産後ケア事業運営事業者） 

　健康科学大学産前産後ケアセンター 

　  笛吹市石和町窪中島587-112　 石和温泉駅から車で5分 

相談ダイヤル：０５５－２６９－８１１０ 

県と２７市町村による産後のお母さんへの新たな支援が始まりました 

温泉を利用した足湯 

ゆったりとしたお部屋とお風呂で産後の疲れを
癒やしながら育児のアドバイスを受けられます。 
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郊
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高
台
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士
山
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遠
く
に
南
ア
ル
プ
ス
な
ど
の
山
々
が一望
で
き
、

夜
に
は
満
点
の
星
空
と
甲
府
盆
地
の
夜
景
が

す
ば
ら
し
く
、「
新
日
本
三
大
夜
景
」に
選
定

さ
れ
る
な
ど
景
色
は
抜
群
で
す
。

　
2
0
0
7
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に
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交
際
や
プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
き

っ
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け
に
な
る
場
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と
し
て「
恋
人
の
聖
地
」に
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認
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さ
れ
て
い
ま
す
。
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ら
に
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で
は
、ブ
ド
ウ
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ち
ご
、サ

ク
ラ
ン
ボ
な
ど
の
フ
ル
ー
ツ
狩
り
が
季
節
で
楽

し
め
ま
す
。

　
ま
た
、市
内
に
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３
つ
の
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営
の
温
泉
施
設

を
は
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と
し
て
、１０
か
所
を
超
え
る
温
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が

あ
り
ま
す
。

　
中
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の
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史
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る
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の
温
泉
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府
盆
地
の
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景
と

満
天
の
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空
を
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と
り
占
め
出
来
る
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敵
な
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泉
な
ど
、全
て
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泉
に
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て
み
た
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
年
間
を
通
し
て
、沢
山
遊
ん
だ
後
は
、お
目

当
て
の
温
泉
で
ゆ
っ
く
り
す
る
の
も
よ
い
で
す

よ
ね
！

　
是
非
、皆
さ
ん
も〝
山
梨
市
で
う
ん
と
遊
ん

で
温
泉
入
っ
て
け
し
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５
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毎
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行
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て
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民

が
手
作
り
し
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る
し
雛
飾
り
を
見
る
こ
と
が
で

き
、市
内
外
か
ら
多
く
の
来
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者
が
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ま
す
。
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の
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に
は
無
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災
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■
村
の
概
況

　
忍
野
村
は
、
山
梨
県
の
南
東
部
に
位
置
し
、
南
西
に
壮

大
な
富
士
山
（
3,
7
7
6
m
）
を
仰
ぎ
、
北
に
杓
子
山

（
1,
5
9
8
m
）、
東
に
石
割
山
（
1,
4
1
3
m
）
に
囲

ま
れ
た
盆
地
で
、
総
面
積
は
約
25
平
方
㎞
で
あ
り
、
標
高

は
9
3
6
m
の
高
冷
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
村
の
人
口

は
現
在
約
9,
4
0
0
人
（
住
民
基
本
台
帳
よ
り
）、
こ

こ
数
年
は
微
増
の
状
況
で
県
内
で
も
数
少
な
い
人
口
増
加

自
治
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
村
は
富
士
山
の
眺
望
が
良
く
、
特
に
写
真
家
岡
田
紅

陽
氏
に
よ
り
「
忍
野
富
士
」
は
広
く
全
国
に
知
れ
渡
り
多

く
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
富
士
山
の
伏

流
水
が
八
つ
の
池
に
湧
出
す
る
「
忍
野
八
海
」
は
昭
和
9

年
に
国
の
天
然
記
念
物
、
昭
和
60
年
に
は
日
本
名
水
百
選

に
、
平
成
25
年
に
は
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
富
士

山
の
構
成
資
産
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
観
光

施
設
と
し
て
は
「
岡
田
紅
陽
写
真
美
術
館
」、「
小
池
邦
夫

絵
手
紙
美
術
館
」、
山
梨
県
立
の
淡
水
魚
水
族
館
で
あ
る

「
富
士
湧
水
の
里
水
族
館
」
が
あ
り
、多
く
の
人
で
賑
わ
っ

て
い
ま
す
。

　
本
村
の
産
業
は
古
く
か
ら
稲
作
、
高
原
野
菜
の
作
付
け

が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、現
在
は
主
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、キ
ャ

ベ
ツ
等
の
高
原
野
菜
作
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
昭

和
55
年
に
C
N
C
装
置（
工
作
機
械
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

数
値
制
御
装
置
）
及
び
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
世
界
的
電
機

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
フ
ァ
ナ
ッ
ク
㈱
が
本
村
に
移
転
以
来
人

口
増
と
な
り
、
又
税
収
の
増
加
に
よ
り
普
通
交
付
税
不
交

付
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
に
策
定
さ
れ
た
第
5
次
忍
野
村
総
合
計
画

（
平
成
20
年
度
〜
29
年
度
）
に
お
い
て
、
自
然
が
豊
か
で

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
安
全
で
安
心
な
村
づ
く

り
を
目
指
す
た
め
、「
1
美
し
い
村
」、「
2
生
活
し
や
す

い
村
」、「
3
産
業
が
発
展
す
る
村
」
の
3
つ
の
基
本
理
念

を
掲
げ
数
々
の
施
策
の
展
開
を
行
っ
て
き
た
結
果
、
本

「
希
望
を
も
って
生
活
で
き
る

　
　
　
　
村
の
実
現
を
目
指
し
て
」

天
野 

多
喜
雄 

忍
野
村
長

天野 多喜雄  （忍野村長）

昭和24年11月12日　山梨県南都留郡忍野村生まれ
平成27年  8月29日　忍野村長に就任
    現在1期目　66歳

PROFILE

忍野村から望む雄大な富士山

■
第
５
次
忍
野
村
総
合
計
画
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村
の
人
口
は
8,
7
7
1
人
（
平
成
20
年
4
月
1
日
住

民
基
本
台
帳
調
べ
）
が
現
在
約
9,
4
0
0
人
で
あ
り
約

6
0
0
人
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
8
月
、
村
長
に
就
任
し
た
こ
と
に
よ
り
、
1

年
前
倒
し
を
行
い
平
成
28
年
度
よ
り
第
6
次
忍
野
村
総
合

計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。「
教
育
は
未
来
へ
の
投
資
」、

「
イ
ン
フ
ラ
は
村
民
の
生
活
へ
の
投
資
」、「
福
祉
の
充
実

は
老
後
の
生
活
へ
の
投
資
」
の
考
え
の
基
、「
希
望
を
も
っ

て
生
活
で
き
る
村
の
実
現
」
を
目
指
し
、
村
民
の
住
み

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
目
標
に
計
画
策
定
を
行
う
予
定
で

す
。■

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総
合
戦
略
の
策
定

　
忍
野
村
の
人
口
は
現
在
微
増
傾
向
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
に
つ
い
て
も
当
面
こ
の
状
況
が
続
く
可
能
性
が
高
い
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
よ
っ
て
今
後
の
予
想
も
人
口
1
万
人
を

目
指
し
、
ピ
ー
ク
時
以
降
も
1
万
人
を
維
持
す
る
こ
と

を
目
指
す
計
画
で
す
。
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
、
特
に
面

積
の
小
さ
い
本
村
に
お
い
て
は
「
適
正
人
口
規
模
」
に
つ

い
て
も
勘
案
し
な
が
ら
将
来
目
標
で
あ
る
交
通
混
雑
の
緩

和
、
人
材
育
成
・
教
育
施
設
の
機
能
の
拡
充
、
農
業
振
興

の
充
実
等
の
実
現
に
向
け
施
策
の
展
開
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
増
え
る
観
光
客
へ
の
対
応

　
平
成
25
年
に
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
そ
の
構
成
資
産
で
あ
る
「
忍
野
八
海
」
へ

の
観
光
客
数
は
外
国
人
を
中
心
に
激
増
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
景
観
形
成
事
業
の
実
施
（
電
線
の
地
中
化
、
看

板
や
建
物
の
修
景
、
道
路
の
美
装
化
等
）
を
行
い
、
ま
た

新
た
に
観
光
案
内
所
を
設
置
し
、
き
め
細
や
か
な
案
内
を

心
掛
け
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
現
在
2
か
所
の
ト
イ
レ
の

建
て
替
え
を
行
っ
て
お
り
、
気
持
ち
よ
く
世
界
中
の
皆
様

を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
各
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
交
通
死
亡
事
故
連
続
ゼ
ロ
日

　
6,
6
0
0
日
継
続
中
!

　
本
村
は
平
成
9
年
12
月
よ
り
村
内
に
て
交
通
死
亡
事
故

が
な
く
6,
6
0
0
日
（
平
成
28
年
1
月
16
日
現
在
）
を

継
続
中
で
す
。
こ
の
こ
と
は
数
字
的
に
も
安
心
安
全
な
村

で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
て
い
ま
す
。
村
内
に
は
大
手
企
業

へ
の
通
勤
者
も
多
く
、世
界
遺
産
効
果
に
よ
り
大
型
バ
ス
、

自
家
用
車
の
数
も
大
幅
に
増
え
事
故
の
発
生
し
や
す
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
こ
の
記
録
を
延
ば
す
た
め
に

も
な
お
一
層
交
通
安
全
思
想
の
普
及
、
交
通
環
境
の
整
備

等
に
努
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
忍
野
村
の
課
題

　
本
村
に
お
い
て
は
、
東
海
沖
地
震
、
富
士
山
噴
火
等
の

大
災
害
の
可
能
性
が
今
後
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
近
年
大

型
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る
水
害
の
可
能
性
も
出
て

き
ま
し
た
。
防
災
訓
練
は
元
よ
り
防
災
教
育
の
徹
底
、
住

宅
の
耐
震
化
へ
の
移
行
、
本
村
に
立
地
し
て
い
る
陸
上
自

衛
隊
北
富
士
駐
屯
地
と
の
連
携
、河
川
の
整
備
等
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
両
面
含
め
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
人
口
増
加
の
面
か
ら
は
、
優
良
宅
地
の
確
保
が

重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
農
用
地
の
解
除
も
含

め
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
本
村
大
企
業
へ
の
通
勤

者
の
た
め
の
慢
性
的
渋
滞
解
消
も
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
新
設
道
路
の
建
設
等
今
後
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

忍野八海の１つ「湧池」

景観形成事業にて修景された消防ポンプ小屋

■
第
６
次
忍
野
村
総
合
計
画
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山
中
湖
村
の
紹
介

　

山
中
湖
村
は
、
山
梨
県
の
東
南
部
、
標
高

約
1,
0
0
0
m
に
位
置
し
、
総
面
積
53
・

05
㎢
、
周
囲
13
・
87
㎞
の
山
中
湖
を
中
心
に
、

山
中
・
平
野
・
長
池
・
旭
日
丘
の
4
地
区
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
の
大
半
は
、
標
高
1,
0
0
0
m
前
後

の
な
だ
ら
か
な
起
伏
の
高
原
地
帯
で
、
南
西

に
は
富
士
山
が
間
近
に
そ
び
え
て
い
ま
す
。

　

山
中
湖
は
、
総
面
積
6
・
57
㎢
と
富
士
五

湖
の
中
で
最
大
で
あ
り
、
水
深
は
13
・
3
m

と
一
番
浅
く
、
海
抜
9
8
0
・
5
m
と
一
番

高
い
場
所
に
あ
る
「
富
士
山
に
い
ち
ば
ん
近

い
湖
」
で
す
。

　

そ
の
昔
、
現
在
の
富
士
山
北
側
に
は
、
西

の
「
せ
の
湖
」、
東
の
「
宇
宙
湖
（
宇
津
湖
）」

が
あ
り
、
貞
間
6
年
（
8
6
4
年
）
の
大
噴

火
の
青
木
ヶ
原
溶
岩
流
に
よ
っ
て
、
そ
の
前

に
本
栖
湖
を
分
け
て
い
た
「
せ
の
湖
」
は
、

西
湖・精
進
湖
の
2
つ
の
湖
に
分
け
ら
れ
、「
宇

夢
あ
ふ
れ
る 

明
る
い 

豊
か
な 

山
中
湖
村
　

の
実
現
に
向
け
て

　
～
「
融
和
と
団
結
！
」 

村
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
～

パノラマ台からの山中湖とダイヤモンド富士
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宙
湖
（
宇
津
湖
）」
は
延
暦
19
年
（
8
0
0
年
）

の
大
噴
火
溶
岩
流
に
よ
り
、
山
中
湖
と
忍
野

湖
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
忍
野
湖
は
枯
渇
し
て

現
在
の
山
中
湖
に
な
っ
た
と
い
う
伝
承
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
山
中
湖
は
、
富
士
五
湖
の
他
の
四
つ

の
湖
と
異
な
り
、
湖
南
岸
に
広
が
る
富
士
火

山
砂
礫
へ
浸
透
し
た
雨
水
の
湧
水
を
主
な
水

源
と
す
る
流
れ
込
み
が
な
い
湖
と
な
っ
て
お

り
、
湖
水
は
桂
川
へ
流
れ
出
し
、
さ
ら
に
相

模
川
と
な
り
神
奈
川
県
の
県
境
近
く
で
相
模

湖
を
形
成
し
、
河
口
近
く
で
馬
入
川
と
な
っ

て
相
模
湾
に
注
い
で
い
ま
す
。
そ
の
形
が
半

月
形
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
三
日
月
湖
と

も
呼
ば
れ
、
牛
が
寝
て
い
る
姿
に
も
見
え
る

の
で
往
古
か
ら
臥が

牛ぎ
ゅ
う

湖こ

と
も
言
わ
れ
て
い
た

こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
、
最
近
で
は
、
ク
ジ

ラ
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
国
指
定
の
「
ハ
リ
モ
ミ
純
林
」

と
県
指
定
の
「
富
士
マ
リ
モ
」
の
天
然
記
念

物
が
生
育
す
る
な
ど
豊
か
な
自
然
環
境
を
有

し
、
富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
、

自
然
公
園
法
に
よ
り
良
好
な
環
境
が
保
た
れ

て
い
ま
す
。

　
村
の
歴
史
は
古
く
、鎌
倉
時
代
に
は
、駿
河・

相
模
へ
の
重
要
な
道
「
鎌
倉
街
道
」
が
で
き

ま
し
た
が
、
駿
河
・
相
模
か
ら
甲
州
へ
塩
を

運
ぶ
「
塩
入
り
の
道
」
や
、
戦
国
時
代
に
は

進
軍
の
要
路
な
ど
、
重
要
な
交
通
路
の
要
衝

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
証
と
し
て
、
村
内
二
ヵ

所
に
「
口
留
番
所
址
」
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
開
発
も
早
く
、
大
正
の
頃
か
ら
避
暑

地
・
保
養
地
と
し
て
別
荘
が
建
ち
始
め
ま
し

た
。
高
度
経
済
成
長
期
に
は
急
速
に
別
荘
開

発
が
進
み
、
今
や
村
全
域
に
ホ
テ
ル
や
ペ
ン

シ
ョ
ン
・
民
宿
・
商
店
な
ど
が
点
在
す
る
「
国

際
観
光
地
」
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
と
と
も
に
、
豊
か

な
自
然
環
境
や
世
界
文
化
遺
産
「
富
士
山
」

な
ど
の
資
源
を
「
学
び
・
守
り
・
繋
ぐ
」
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
自
然
資
源
を
活
か
し
た

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
質

の
高
い
「
高
原
リ
ゾ
ー
ト
地
」
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

村
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

　
こ
の
た
め
現
在
、
村
で
は
、「
夢
あ
ふ
れ
る
、

明
る
い
、
豊
か
な
、
山
中
湖
村
」
の
実
現
に

向
け
、
村
民
が
主
体
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
は
、
こ
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
策
と
し
て
、「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

の
理
念
を
取
り
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
理
念
は
端
的
に
言
え

ば
、
行
政
で
は
な
く
村
民
や
事
業
者
が
主
導

し
て
、
地
域
を
改
め
て
理
解
し
、
ま
ち
づ
く

り
の
問
題
解
決
や
発
展
を
目
指
す
も
の
で
す

が
、
村
の
暮
ら
し
や
生
活
か
ら
あ
ふ
れ
て
く

る
魅
力
を
掘
り
起
し
、
村
民
が
自
ら
「
山
中

湖
村
な
ら
で
は
の
暮
ら
し
の
魅
力
＝
価
値
」

に
つ
い
て
き
ち
ん
と
向
き
合
い
、
考
え
、
議

論
で
き
る
よ
う
な
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

山
中
湖
村
独
自
の
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

村
の
「
宝
」
の
掘
り
起
し

　
こ
れ
ま
で
、「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
理

念
を
取
り
入
れ
た
、
地
域
を
見
直
し
、
地
域

に
新
し
い
風
を
起
こ
す
た
め
の
取
り
組
み
と

し
て
、
地
域
資
源
を
「
宝
」
と
し
て
、
宝
さ

が
し
（
地
域
資
源
の
掘
り
起
し
）、
宝
を
紹
介

す
る
冊
子
の
作
成
、
宝
を
使
っ
た
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
の
開
催
等
を
、
村
民
が
主
体
と
な
っ

て
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

村
で
は
過
去
に
も
、
地
域
資
源
を
掘
り
起

山中湖花の都公園からの富士山
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将
来
に
向
け
て

　

こ
の
よ
う
に
、
宝
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を

元
に
、
山
中
湖
村
な
ら
で
は
の
持
続
可
能
な

体
制
作
り
を
模
索
し
な
が
ら
、
様
々
な
活
動

を
経
て
参
り
ま
し
た
が
、
現
在
、
こ
の
活
動

の
内
容
や
、
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
の
方
向

性
が
定
ま
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
目
指
す
の
は
、「
村
を
よ
り
活
性
化
し
た
い
。

次
世
代
の
こ
ど
も
た
ち
に
魅
力
あ
る
村
の
姿

を
継
承
し
た
い
。」
と
い
う
強
い
村
民
の
想
い

の
実
現
で
す
。
こ
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も

村
民
の
方
々
が
活
躍
で
き
る
体
制
を
整
え
な

が
ら
、
継
続
的
に
活
動
を
積
み
重
ね
て
参
り

ま
す
。

村
の
玄
関
口
を
ま
ち
づ
く
り

　

ま
た
、
村
で
は
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
ハ
ー
ド
整
備
に
つ
い
て
も
、
山
中
湖
の

入
り
口
で
あ
る
三
地
区
交
差
点
の
整
備
に
向

け
た
取
り
組
み
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

山
中
湖
村
へ
の
ル
ー
ト
は
、
静
岡
か
ら
入

る
旭
日
丘
交
差
点
、
神
奈
川
か
ら
道
志
を
通
っ

て
く
る
平
野
交
差
点
、
そ
し
て
、
高
速
道
路

等
を
使
い
富
士
吉
田
方
面
か
ら
来
る
山
中
明

神
前
交
差
点
の
三
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
り
、
こ

れ
ら
の
交
差
点
は
山
中
湖
を
訪
れ
る
人
々
の

玄
関
口
と
し
て
、
と
て
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
村
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
に
沿
っ

た
、
各
種
公
共
整
備
事
業
の
展
開
を
は
か
っ

話
し
合
う
機
会
が
生
ま
れ
る
と
共
に
、
様
々

な
宝
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア

が
話
題
に
挙
が
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

村
民
活
動
の
推
進

　

平
成
27
年
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
受

け
て
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
「
ま
ち
づ
く
り

補
助
金
」
の
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
こ
の

制
度
が
後
押
し
と
な
り
、
地
域
の
歴
史
を
伝

え
る
散
策
コ
ー
ス
づ
く
り
や
、
郷
土
料
理
の

掘
り
起
し
な
ど
の
取
り
組
み
が
展
開
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
宝
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
元
に
、

宝
の
紹
介
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
広
く

情
報
の
発
信
、
収
集
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
は
、
こ
の
情
報
を
村
民
参
加
に

よ
り
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

し
、
取
り
ま
と
め
る
等
の
類
似
の
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
地

域
の
資
源
を
記
録
し
伝
承
す
る
成
果
を
上
げ

て
い
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
地
域
や
、
一
時
的

な
活
動
に
留
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

今
回
の
取
り
組
み
で
は
、
重
視
す
る
項
目
の

一
つ
に
、
山
中
湖
村
な
ら
で
は
の
持
続
可
能

な
体
制
づ
く
り
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
か
ら
26
年
に
か
け
て
は
、
は
が

き
に
よ
る
公
募
、
村
民
が
集
ま
っ
て
情
報
を

持
ち
寄
る
な
ど
し
て
、
自
然
、
歴
史
、
く
ら

し
な
ど
の
様
々
な
宝
を
掘
り
起
こ
し
、
地
図

や
年
表
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
整
理
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
宝
を
ク
イ
ズ
に
し
た
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
づ
く
り
、
こ
れ
ま
で
に
集
ま
っ
た
宝
を

50
の
項
目
で
整
理
し
て
、
冊
子
「
宝
め
く
り

50
」
を
作
成
、
発
行
す
る
な
ど
、
宝
を
活
用

し
た
取
り
組
み
に
も
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
村
の
将
来
を

考
え
る
熱
い
想
い
を
も
つ
村
民
が
集
ま
り
、

市町村リレー

やまなかこ宝めぐりマップ　URL：takara-yamanakako.jp

山中湖村「宝めくり50」
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と
を
感
じ
て
も
ら
い
、
地
域
の
人
た
ち
と
の

結
び
つ
き
を
体
験
し
て
も
ら
う
「
結
の
広
場
」、

そ
ん
な
空
間
を
作
り
た
い
と
考
え
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

結
び
に

　

三
地
区
の
交
差
点
は
、
山
中
湖
村
を
訪
れ

る
人
々
の
玄
関
口
で
あ
り
、
中
心
的
な
場
所

で
あ
り
、
山
中
湖
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
空
間
と

し
て
、
ま
た
、
村
の
景
観
形
成
の
上
で
も
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
ハ
ー

ド
整
備
と
、
地
域
の
「
宝
」
を
活
用
し
た
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
取
り
組
み
を
通
じ
た
ま

ち
づ
く
り
が
一
体
と
な
り
、「
山
中
湖
村
な
ら

で
は
の
暮
ら
し
の
魅
力
＝
価
値
」
を
も
っ
て
、

観
光
お
も
て
な
し
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、

訪
れ
る
人
に
ど
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
、
そ
れ
が
、「
夢
あ
ふ
れ
る

　

明
る
い　

豊
か
な　

山
中
湖
村
」
へ
向
け

た
未
来
発
表
に
お
い
て
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

て
ゆ
く
た
め
に
も
、
こ
の
三
地
区
交
差
点
周

辺
の
整
備
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
指
針
を
設

定
し
、
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
す
る
こ
と
が
、
山

中
湖
村
全
体
の
デ
ザ
イ
ン
や
景
観
計
画
の
方

向
性
を
示
す
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

将
来
整
備
に
向
け
て

　

三
地
区
交
差
点
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
と
整

備
指
針
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・	
旭
日
丘
地
区
は
、
静
か
な
湖
畔
を
つ
な
ぐ

「
や
す
ら
ぎ
の
散
歩
道
」
と
し
て
、
既
存
の

緑
は
残
し
つ
つ
湖
ま
で
の
視
野
を
確
保
し
、

交
差
点
か
ら
湖
ま
で
が
一
体
的
な
空
間
を

演
出
し
て
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
風
景
を
感
じ

て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、
交

差
点
周
辺
の
公
園
に
あ
る
樹
木
の
選
定
を

行
い
、
湖
の
眺
望
を
確
保
す
る
空
間
を
演

出
し
、「
や
す
ら
ぎ
」
を
感
じ
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

・	

平
野
地
区
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
つ
な
ぐ
、「
結ゆ
い

の
広
場
」
と
し
て
、
交
差

点
に
隣
接
す
る
古
民
家
を
活
用
し
、
そ
こ

に
人
々
が
集
ま
り
、
昔
の
風
景
を
楽
し
み
、

そ
れ
ぞ
れ
が
つ
な
が
っ
て
ゆ
け
る
よ
う
な

「
結ゆ
い

」
を
演
出
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
作

り
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
昔
か
ら

こ
の
地
区
は
、
結
び
つ
き
を
大
切
に
し
た

生
活
習
慣
が
生
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
様
式
を
古
民
家
を
活
用
し
て
、

訪
れ
る
人
た
ち
と
共
有
で
き
る
空
間
を
作

り
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

・	

山
中
地
区
は
、
街
と
湖
を
つ
な
ぐ
「
に
ぎ

わ
い
の
水
辺
広
場
」
と
し
て
、
か
つ
て
、

生
活
の
場
の
一
部
と
し
て
、
ま
ち
と
密
接

に
つ
な
が
っ
て
い
た
湖
と
の
営
み
を
、
来

訪
者
に
も
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
広
場
を
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
湖
と
生
活
の
中
心
で
あ
る

街
中
を
つ
な
ぐ
そ
れ
ぞ
れ
の
村
道
（
通
称
：

タ
テ
道
）
を
整
備
し
、
湖
と
一
体
と
な
っ

た
こ
の
地
区
の
に
ぎ
わ
い
を
感
じ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
野
地
区
整
備
に
つ
い
て

　

三
地
区
交
差
点
の
整
備
の
中
で
、
最
初
に

整
備
を
進
め
る
の
は
、
平
野
交
差
点
で
、
平

成
28
年
度
よ
り
実
施
し
ま
す
。
こ
こ
に
あ
る

古
民
家
は
、
特
徴
あ
る
様
式
を
保
ち
、
か
つ

て
の
地
区
の
生
活
が
う
か
が
い
知
れ
る
建
物

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
古
民
家
を
、

ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
村
民
が
主
体
と

な
っ
て
企
画
し
た
散
策
コ
ー
ス
や
郷
土
料
理

を
味
わ
っ
て
も
ら
う
な

ど
、
村
の
「
宝
」
の
体

験
を
通
し
て
の
、
体
験

学
習
の
場
と
し
て
活
用

で
き
る
よ
う
に
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
敷

地
内
に
残
る
大
き
な
ケ

ヤ
キ
の
木
も
活
か
し
た

一
体
的
な
空
間
と
し

て
、
心
に
あ
る
ふ
る
さ

平野交差点周辺整備模型

平野地区公園古民家活用イメージ
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山
梨
県
の
人
口
が
83
・
３
万
人
と
発
表

さ
れ
た
。
毎
年
６
千
人
弱
の
減
少
が

続
い
て
い
る
。
そ
の
人
口
減
を
抑
え
る
た
め

に
知
事
が
女
性
副
知
事
を
任
命
し
少
子
化
対

応
、
子
育
て
施
策
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
ま
た
、
対
策
の
一
つ
と
し
て
「
移
住
政

策
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
山
梨
県
は

３
年
前
の
６
月
、
有
楽
町
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ふ
る
さ

と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
「
や
ま
な
し
暮

ら
し
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
た
。
山
梨

県
の
移
住
相
談
総
合
窓
口
で
あ
る
。
私
は
そ

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
職
員
と
し
て
開
設
当
初
よ
り
山
梨

専
門
移
住
相
談
員
を
し
て
い
る
。

　
こ
の
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
14
年
前
か
ら
ふ
る
さ

と
回
帰
運
動
を
行
い
、
現
在
で
は
全
国
か
ら

９
０
０
も
の
自
治
体
の
地
域
情
報
を
集
め
て

い
る
。
こ
こ
に
は
移
住
相
談
者
以
外
に
も
首

長
を
始
め
議
員
や
行
政
職
員
、
民
間
の
活
動

者
等
多
く
の
人
々
が
移
住
ノ
ウ
ハ
ウ
情
報
収

集
に
訪
れ
る
。
実
例
と
し
て
は
、
島
根
県
邑

南
町
で
は
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
受
け
入
れ
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
住
居
も
仕
事
も
用
意
さ
れ

る
事
に
加
え
、
地
域
が
子
供
を
一
緒
に
み
て

く
れ
て
い
る
為
、
首
都
圏
で
の
子
育
て
に
比

べ
て
安
心
感
が
あ
る
と
い
う
。
徳
島
県
伊
座

利
地
区
で
は
１
２
０
人
の
人
口
の
半
分
が
移

住
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
ま
た
秋

田
県
五
城
目
町
で
は
古
民
家
を
軸
に
シ
ェ
ア

ビ
レ
ッ
ジ
を
立
ち
上
げ
注
目
を
浴
び
て
い

る
。
全
国
の
様
々
な
地
域
が
独
自
の
方
法
を

打
ち
出
し
始
め
て
い
る
。

　

ま
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
内
の
各
県
専
門
相
談
員
数

も
こ
の
数
年
で
大
き
く
変
化
し
た
。
私
が

こ
の
職
に
就
い
た
当
初
、
相
談
員
配
置
は

山
梨
を
含
め
３
県
の
み
だ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
２
年
目
に
は
５
県
、
３
年
目
に
は
29
県

１
市
、
そ
し
て
来
年
度
は
東
京
、
大
阪
を

除
く
全
て
が
配
置
の
為
の
予
算
要
求
を
し

て
い
る
と
い
う
。

　
今
、
ま
さ
に
地
域
間
の
移
住
者
獲
得
競
争

時
代
に
突
入
し
た
と
言
え
る
。
各
地
域
は
移

住
者
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
発
展
・
活
性
化
に
力
に
な
っ

て
く
れ
る
移
住
者
を
、
一
人
で
も
多
く
獲
得

す
る
為
の
工
夫
を
凝
ら
し
、
知
恵
を
絞
り
始

め
て
い
る
。

　
さ
て
山
梨
の
移
住
施
策
の
現
状
は
ど
う
だ

ろ
う
。
山
梨
県
は
全
国
で
も
い
ち
早
く
就
労

と
移
住
相
談
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
を

整
え
た
。
こ
れ
は
各
自
治
体
や
国
も
注
目
を

し
て
い
る
。
ま
た
移
住
相
談
件
数
は
他
県
よ

り
抜
き
出
て
い
る
。
首
都
圏
か
ら
近
く
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
の
山
梨
に
、
多
く
の
方
が
関

心
を
寄
せ
て
く
れ
て
い
る
。
問
題
は
そ
の
方

た
ち
に
ど
う
し
た
ら
ス
ム
ー
ズ
に
移
住
し
て

も
ら
え
る
か
だ
。

　

ヒ
ン
ト
は
相
談
者
の
要
望
の
中
に
あ
り
、

そ
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
得
策
で
あ
る

と
考
え
る
。代
表
的
な
声
を
三
つ
紹
介
す
る
。

　
一
つ
目
は
、
移
住
決
定
の
為
に
試
し
に
住

ん
で
み
た
い
。そ
れ
に
応
え
た
の
が
韮
崎
市
。

定
住
促
進
住
宅
の
空
室
を
「
お
試
し
住
宅
」

と
し
て
無
料
貸
し
出
し
を
始
め
た
。
現
在
の

稼
働
率
は
８
か
ら
９
割
。
来
年
度
は
さ
ら
に

も
う
一
部
屋
増
や
す
計
画
と
聞
い
て
い
る
。

九
州
の
あ
る
家
族
が
移
住
決
定
の
判
断
材
料

に
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
近
い
所
で
農
業
体
験
を
し
た

い
。
そ
れ
に
応
え
た
の
は
上
野
原
市
の
有

機
農
業
体
験
塾
。
首
都
圏
で
は
駅
ビ
ル
の

屋
上
に
貸
し
農
園
が
あ
る
。
そ
ん
な
要
望

を
受
け
て
の
企
画
で
あ
る
。
杉
並
に
住
む

４
人
家
族
が
上
野
原
に
興
味
を
持
つ
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。

　
三
つ
目
は
、
自
然
の
中
で
子
育
て
を
し
た

い
。
こ
れ
に
応
え
た
の
が
人
口
７
０
０
人
の

小
菅
村
。
１
年
半
で
人
口
の
５
％
35
人
の
移

住
、
そ
れ
も
全
て
が
子
育
て
世
代
だ
。

　
こ
の
３
例
の
共
通
点
は
、
行
政
の
リ
ー
ダ

シ
ッ
プ
と
そ
れ
を
受
け
た
地
域
住
民
に
よ
る

協
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
実
現
し
た
好
例
で
あ

る
。
他
に
は
伝
統
工
芸
に
携
わ
り
た
い
、
果

樹
栽
培
を
し
た
い
、
ワ
イ
ン
に
関
す
る
仕
事

が
し
た
い
。
山
梨
県
は
そ
の
要
望
に
応
え
る

こ
と
が
出
来
る
地
域
だ
と
い
う
こ
と
を
再
認

識
し
、
出
来
る
所
か
ら
始
め
て
み
て
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。

　
移
住
者
の
声
を
参
考
に
し
、要
望
の
把
握
、

地
域
と
の
連
携
、
地
域
の
良
さ
の
再
認
識
こ

れ
ら
が
今
大
切
だ
。
私
も
微
力
な
が
ら
故
郷

山
梨
の
発
展
の
為
に
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

山
梨
だ
か
ら
出
来
る
　
移
住
者
受
け
入
れ
の
取
り
組
み 
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